ことぶきで暮らす人々あれこれ　⑬
むらた

　一言多いんだよな・・・

横浜保護観察所の保護監察官から相談。満期出所者の居住地を寿に定めたい・・・との相談。

強盗の重なる累犯で16年間にわたり刑務所と社会の行ったりきたり。世間の暮らしは長くても３か月。一番短いのは１日、対人関係がうまくなくて仕事が続かないとのことである。心当たりのドヤの帳場さんに受入れを相談して了解をえた。

釈放の時に迎えに出向く。寿での生活が始まる。福祉事務所で生活保護申請をする。

毎日といってよいほど相談室に来所。少しつかえつかえ話しをしていく。最初は気がつかなかったが、他の来所者が来るとすっと帰っていく。他の人が来ると嫌なのだという。

何ヶ月か経った頃のことだった。横浜球場で夏の甲子園大会出場のための高校野球県大会予選が行われていた。野球が好きで見たかったのだが、入場料が見当つかず怖くて聞けず入れなかったという。隔離された刑務所暮らしの中でお金の価値がすっかりわからなくなっていたのだった。

目がよく見えないと相談。かなり悪化していた。福祉のＳＷに相談し眼鏡を作る。その他いろんな病気が出てきてその治療におわれる。長い刑務所での生活が身体を蝕んでいたのだろうか。

刑務所に入ることになった事件は、ほとんど無銭飲食で、それだけなら刑はそう重くはないのだが、逃げたり、言い争ううち相手を傷つけて強盗傷害になってしまったそうである。「逃げないで、口答えしないで謝ればそんなことはなかったのだろうけれど。おれは、どうも一言多いんだ。」刑務所でもそうだったと。朝、顔を洗う時、水を洗面器に入れ、蛇口をしめて顔を洗う決まりになっているそうである。彼は、水道を流しっぱなしにして顔を洗った。担当官から叱声を受けた。そこで一言「いいじゃネエか。」EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たんとう),担当)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうべん),抗弁)ということで即独房行き。その後、事実確認の事情聴取があり自己弁護の機会が与えられる。そこで率直に反省し謝れば独房から開放されるのだそうだが、思いとは裏腹に、口をついて出る言葉は「そのくらいいいじゃネエか」。再度独房。そんなわけで、彼は、刑期の満期まで勤めることが多くなってしまうのだ。

彼の生活は、一言多いことで自らが苦しむという結果の連続だったのだろうか。

出所後の１周年、記念に二人でカツ丼を食べて祝った。3年が経過。トレーナーをプレゼント。「刑務所に戻らないでこんな長く生活するとは思いもしなかったよ」と述懐していた。体調は更に悪化。大腿骨骨頭壊死で手術。杖と補そう具が手放せなくなった。身障者デイケアに入所。土、日を除いて通う生活となった。５年経過。人との付き合いづらさは変わらない。お酒を覚えた。こんな楽しい生活は始めてと言った。間もなく、お酒のトラブルを結構頻繁に起こすようになった。警察が関与する事件にもなった。しかし、刑務所に戻るようなことには至らなかった。それは、寿での生活で彼が獲得した変化といえるのだろうか。お酒をやめるグループに参加したが、話し、付き合うことが苦手だから、断続的な参加だった。それでも、お酒に起因するトラブルがなくなりはしないが小さくなってきた。

また、身障者デイケアを何度も辞めたいと言ってきていたが、何とか続いている。親しい仲間や付き合いはほとんどないけれど、寿には、彼が大切にしたい生活が作られてきているのだろう。この寿には、彼が心を寄せ信頼するお医者さん、受付の優しい事務員、彼が通う作業所の職員と少しづつ増えている。

　自分との折り合いは相変わらずつかなくて苦しんでいるようだが、風呂付の4畳半の部屋での生活は続いている。2年に1回アパートの保証人の更新がある。そのたびに僕のところに書類を持ってくる。今年で、3回の更新を済ませた。ドヤで3年ほど生活してたから、間もなく出所後10年を迎えることになる。二人でささやかにお祝いしようか。

　次回　老人クラブ寿檪の会の中興の祖　前会長　高木さん逝く。

